
Ⅱ　令和5年度の美術館の運営計画及び状況 （４）デジタルミュージアムの設置

「美術とあそぶ」　４Ｋの大型パネルの前で、美術作品を動かしたり、銅鑼を鳴らすことが出来る。

「美術をまなぶ」　収蔵作品をについて、４K映像で解説を聞きながら鑑賞するとともに、人間国宝

（１）企画展示 　　　　　　　　　のインタビュー等を視聴できる。

当館企画　　3企画　延べ開催日数119日計画

「陰翳のなかの金彩」　　　　　　　　　　　 4月23日～5月28日（36日間）

「皇居三の丸尚蔵館収蔵品展－皇室と石川－麗しき美の煌めき （５）普及事業

　①講演会　 企画展・特別陳列にあわせて4回予定

→国立工芸館と共同開催 10月14日～11月26日（43日間） ②土曜講座　 学芸員がそれぞれの研究テーマで14回予定　

「よみがえった文化財－保存活用を支える修復技術－」1月4日～2月12日（40日間） ③ギャラリートーク　 企画展等で展示室においての列品開設

④イベント　 展覧会に関連したワークショップ等0才からのファミリー鑑賞会や

貸館企画　　18企画　延べ開催日数162日予定 一般向けの制作体験など予定　　

⑤キッズ☆プログラム　 小学生の親子を対象とした鑑賞・体験講座 3回予定

その他当館企画展やコレクション展の特集展示では

（２）コレクション展示　　 観賞用ワークシートを配布

　前田育徳会尊經閣文庫分館 10テーマ　308日間　 ⑥学校出前講座　 所蔵作品による学校での鑑賞授業　 5校予定

　コレクション展示室 33テーマ　313日間　 ⑦教職員プログラム　 県内小中高、特別支援学校の教職員

特別陳列　「利家を描く－再考と顕彰－」 4月23日～5月28日（36日間） を対象とした鑑賞及び美術館活用講座 ８月に実施

特別陳列　「名刀と刀絵図」 7月1日～7月23日（23日間） →併せて、8月上旬の1週間を教職員ウィークとして

　　特別陳列　「前田家の至宝Ⅰ･Ⅱ」 Ⅰ：９月16日～10月22日（37日間） 　コレクション展に無料招待

Ⅱ：10月27日～11月26日（31日間） ⑧映像ギャラリー　 美術映画・ビデオ・DVD上映 通年実施

　　特別陳列　「生誕150年初代德田八十吉とその時代Ⅰ･Ⅱ」 ⑨音声ガイド　 日・英・中・韓の四カ国語で281解説　無料貸出

Ⅰ：11月9日～11月26日（18日間） （5月8日より再開）

Ⅱ：12月1日～12月24日（24日間） 　　　⑩文化財現地見学　 企画展内容に合わせた日帰りのバスツアー ５月に実施

特別陳列　「没後30年　田中太郎-誠をつくす彫刻-」 1月4日～2月12日（40日間） (加賀方面)

⑪ デジタルミュージアム　 ウェブサイトの公開とSNS活用　

⑫情報図書コーナー　 開架図書の閲覧とレファレンス　

（３）VRシアター ⑬美術館だより発行　 展覧会など美術館情報を掲載し毎月1日発行

全国初となる８Kの高精細画像やVR（仮想現実）など最先端の映像技術を活用した ⑭美術館友の会運営　 展覧会鑑賞の便宜を図る　年会費2,000円 会員数693名

シアターを上映。これまで、約2,000名が視聴。

7月29日～10月12日まで、A・Bを１日３回上映

10月13日～A・B・Cを１日３回上映 （６）石川県文化財修復工房の文化財の修復計画

A　「美を紡ぐ、そして文化を育む­加賀前田家から現在へ、そして未来へ­」 ・重要文化財及び美術館博物館・公共団体所蔵作品

B　「色絵雉香炉-悠久の時を超えて-」 　8件（55点）

C　「前田家が伝えた万葉集-心揺さぶるいにしえの想い-」

　

　(→第38回国民文化祭、第23回全国障害者芸術･文化祭、いしかわ百万石文化祭2023　メイン行事）


